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1 ．本研究の目的

本研究の目的は、東日本大震災後に開催された運動

会のフィールドワークを通して、学校の統廃合をめぐ

る教師、生徒、地域住民の「意志」について明らかに

することである。

以下ではまず、本研究の位置づけを明確にするため

に、震災後の体育実践に関わる研究動向について概観

しておきたい。

まず、1995年 1 月17日に阪神・淡路大震災が発生し

たが、当時においては、仲島（1995）、浅野（1995）に

よる実践の紹介や、岸本（1997，1999，2000）による、

教師に対する質問紙調査に基づく報告がある。これら

の研究では、①震災後の学校体育施設や体育実践の実

態、そして、②体力低下、食の偏重、PTSD など、子

どもの健康面に関する実態が報告されている。

そして、2011年 3 月11日には、東日本大震災が発生

したが、これまでに、体育と防災教育の関係につい

て考察した岸本（2012）の研究、及び、制野（2011，

2012a，b）や渡辺（2012）による体育や運動会の実

践報告、さらに、それらの取り組みを解説する神谷

（2011）、神谷・伊藤（2012）、玉腰・丸山（2012）、千
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葉（2012）の研究が見られる。阪神・淡路大震災後の

研究動向と比べると、被災地の教師による実践報告と、

教育現場の外にいる研究者による解説・分析が一体的

に行われている点に特徴がある。そのことによって、

被災地の教育実践が、より正確に、詳しく伝わること

になったと言えよう。

本研究でも、これらの動向をふまえて、被災地の教

育実践から遊離しない研究をめざしていくが、残念な

がら筆者らは教育実践の当事者ではない。その点に本

研究の限界がある。つまり、筆者らが語る言葉は、ど

れだけフィールドワークを重ねても、これまで教師が

実践報告で語ってきたような「当事者の言葉」にはな

り得ないのである。

しかし、そのような限界は、実際に教育現場に語ら

れた言葉に注目することで、解決できる一面もある。

すなわち、教育現場の人たちと可能な限り時間と空間

を共有し、実際に教育現場で語られた言葉を、その文

脈から外れないように解釈し、各言葉間の関連性、相

違性を分析することで、教育現場に近い空気を保ちな

がら、研究を進めることは可能であると考える。そし

て、そのような視点から、これまでの研究動向を振り

返ると、同様の研究が行われてこなかったことに気づ

く。教育現場の人たちと時間を共有するためにはフィー

ルドワークが不可欠であるが、それに取り組む研究者

もまた被災していることが多く、時間的、環境的な余

裕がなかったことに起因しているのだろう。本研究は、

そのような課題に取り組むものであり、この点にオリ

ジナリティーがある。

さて、本研究では、学校体育実践の中でも運動会に

注目していくが、それは、周知の通り、学校で取り組

まれる教科外活動である。現行の学習指導要領（中学

校）においても、特別活動の中で「健康安全・体育的

行事」として位置づけられており、「集団や社会の一員

としてよりよい生活
0 0

や人間関係を築こうとする自主的、

実践的な態度」（特別活動の目標）、及び「協力してより

よい学校生活
0 0

を築こうとする自主的、実践的な態度」

（学校行事の目標）の育成が目ざされている（傍点，筆

者。文部科学省，2008）。それぞれの目標では「生活」

が共通のキーワードとなっているが、実際にそこで取

り組まれる指導は「生活指導」とも呼ばれ、これまで

に「子どもたちの自主的・集団的活動の指導を通して

民主的人格の形成を図ることを主要な任務」としてき

た（柴田，2000）。さらに、教授学の観点で捉えれば、

「『陶冶』は教科内容としての、人間の知識、認識、技

能を形成する側面、『訓育』は教科外活動としての、意
0

志
0

、感動
0 0

、行為
0 0

、性格特性
0 0 0 0

を育てる側面」の教育であ

るとされ、この２つの側面の教育が統一的に達成され

たとき、はじめて、人間の全面発達の教育になると定

義されている（傍点，筆者。吉本，1974）。

これらの指摘をふまえれば、運動会は子どもの民主

的人格形成や全面発達に欠くことのできない「訓育」

の場と言えるが、さらに城丸（1992）は、行事固有の

特質にも注目する必要があることを指摘している。彼

によれば、そもそも行事という言葉は、①決まった季

節や期日に行われるものであること、②地域の全家庭

が参加すること、③そのことによって住民としての意
0 0 0 0 0 0 0

志を地域の内外に対して表明し
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

、かつ、住民相互もそ
0 0 0 0 0 0

の意味を確かめあう
0 0 0 0 0 0 0 0 0

という性質をもっているという

（傍点、筆者）。実際に、戦前はこのような行事の性質

が利用され、「運動会や遠足なども、軍国の民としての

デモンストレーションという意味」をもっていた。そ

して、彼は「戦後の学校・学級行事のなかで、集団の

どのような意志を子どもたちに表現させようとしてい

るのでしょうか。子どもたちの民主的集団としての連

帯と団結の表現、という性質を見失った学校・学級行

事は、教育的には無意味な行事となるか、知らず知ら

ず、軍国主義的行事に転落していくしかないように思

われます」と警告する。その一方で、「一定の目的的な

行動を通じて、連帯と団結を表現するということは、

教師にとっても子どもにとっても、創造的な野心を育

てるに十分なものがあります」と、その教育的意義を

強調している。つまり彼は、「訓育」を目的とする教科

外活動の中でも、学校行事が「意志」表明の場として

の特質をもっている点に注目しているのである。

本研究では、この指摘をふまえ、運動会を生徒と教

師の「連帯と団結による意志表明」の場として位置づ

けることにする。しかし、城丸の指摘には、補足が必

要に思われる。結論を先に述べれば、運動会で「意志」

を表明できる存在として、地域住民を加える必要があ

る。実際に、これまでの歴史を見れば明らかなように、

運動会は地域社会と密接な関係を保ちつつ今日に至っ

ている。そのような歴史的な経緯から、運動会の特徴

が「全校生徒と教師、地域住民が
0 0 0 0 0

一堂に会して行われ

る体育的行事の最大のもの」（傍点，筆者。久保，1988）
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と解説されることもある。そして、地域の特性を生か

した学校づくりは、地域との深い関わりの中で育まれ

るものであることを考えると、今後、子どもたちの活

動と地域をつなぐ接点は、あらためてとらえ直される

必要があるという指摘もある（飯田，2004）。そこで本

研究では、城丸が指摘した「連帯と団結の意志」を表

明する存在に、地域住民も含むことにする。

このような前提にたったうえで、本研究では、東日

本大震災（以下から、震災とする）後に開催された運

動会において教師、生徒、地域住民によって表明され

た「意志」に注目していく。

2 ．フィールドの解説

本研究で対象としたのは、M 県の沿岸部に位置する

H 市のＮⅡ中学校（以下から、ＮⅡ中とする）で開催

された「親子大運動会」である。この名称が示すよう

に、この学校の運動会には地域住民も参加している。

同校校長によれば、1993年に「体育祭」から「親子大

運動会」に名称を変えて現在に至っているが、実際の

プログラムを見ても地域住民が参加する競技・演技種

目は、2011年度、2012年度ともに、全14種目中 7 つ用

意されていた。そして、同校の創設年（1958年）から

伝わるダンスで使われる衣装も、地域住民が制作して

きた歴史がある1。

このような地域住民の参加が成立している要因を知

るうえで、この中学校創設当時の経緯が参考になる。

ＮⅡ中は、近隣三村の合併に伴い、当時のＮ中とＭ中

が統合して建てられた学校である。しかし、創設まで

には町を二分する話し合いがあった。学区の 1 つであっ

た N 地区は統合に前向きであったが、M 地区は「通学

距離が長くなる」等の理由から猛烈に反対していたの

である。そして、当時の中学校の校長、町長、町議会

議員、教育委員会、県議会議員等が調停に入るが解決

せず、十分な賛同が得られぬまま、ＮⅡ中はスタート

を切ることになった。結局、当初は新校舎を建てるこ

とができず、統合する前の校舎をそのままにして、一

方がＮⅡ中「第一校舎」、もう一方がＮⅡ中「第二校

舎」となった。しかし、反対をしていた地域の生徒10

名のうち 6 名が登校拒否となり、依然として対立は続

いていた。実際にその後、M 地区は分町請願書を町議

会に提出し、町から独立した「自治村」を組織すると

ともに、公民館を利用した「自治中学校」を発足して

いく。このような深刻化した対立を解決すべく、最終

的には県が調停に入り、「自治中学校で頼んだ講師四人

に対する四月からの謝礼金を町費で負担すること」等

の条件が汲み取られ、登校拒否を続けていた生徒も新

中学校に通学することになり、解決に至った。この歴

史が示すように、この地域の住民は、自分たちの望む

学校ができないのならば、町から独立して新たな学校

をつくってしまうほどの思い入れがあり、「学校は地域

のものである」という意識が強い。震災後においても、

間借りをしている学校で行われた入学式の後に、その

場で地区の再建に向けた話し合いが行われたという2。

このような事例からも、学校が地域にとってそれだけ

身近な存在であることがうかがえよう。

一方で、そのような話し合いが必要なほど、この地

域は崩壊の危機に直面したことも事実である。Ｈ市の

震災前の人口は42,840人（2011年 3 月 1 日現在）であっ

たが、震災後は39,995人（2012年 8 月 1 日現在）に減

少している。市の報告によれば、1,088人の死亡者（こ

のうち震災関連死61人を含む）、35人の行方不明者（安

否未確認者）が出ている（2012年 9 月 3 日現在）。そし

て、ＮⅡ中に通う生徒のなかでも 9 名が両親を亡くし

ていた3。

生徒の自宅に関しても、約85％が津波の被害を受け、

約70％が自宅を失っていた4。また、何らかの形で離職

を余儀なくされた保護者は当初40％に上った。その影

響もあり、2011年 8 月27日の時点では129名の生徒が在

籍していたが、2012年 8 月25日の時点で104名まで減

少している。なお、筆者らが2012年度に実施した、生

徒に対する質問紙調査（巻末・資料 2 ）では、現在も

63.6％が震災前とは異なる住所から通学している5。そ

のため、通学にはバスが用意され、多くの生徒がそれ

1	 後掲表 1 、ID19。
2	 同上。なお、ここで話し合いを持ったのは、かつて新中学校の創設に賛成していたＮ地区の住民である。
3	 後掲表 1 、ID12。
4	 前掲 1 。
5	 2012年 8 月29日に配布し、88人から回収した（回収率84.6％）。

東日本大震災後の運動会
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を利用しているが、一方でそのことにより、放課後に

活動できる時間は制約されていた。放課後のバスは、

通常 5 時45分に一斉に出発してしまうため、それに間

に合わせなければならないからである6。

なお、震災当日は卒業式があり、多くの生徒は下校

していた。当時、学校に残っていた教職員と一部の生

徒は校舎の 2 階に避難し、かろうじて助かっている。

また、近隣の施設では、卒業式後に謝恩会が開催され

ていたが、そこにいた教職員、保護者、生徒も助かっ

ている。しかし、既に下校していた生徒のうち 3 名が

死亡した。

校舎の被害も深刻であった。学校が海岸から数百 m

の位置に建てられていたこともあり、津波によって校

舎は1階の天井まで浸水した。破損もひどく、津波が引

いた後には瓦礫と泥が残されていたため、近隣のＮＩ

中学校（以下からＮＩ中とする）を間借りすることに

なり、それは現在も続いている。さらに、そのことに

より、運動会の日程や準備に制約が生じていた。2011

年度の運動会は 8 月27日に開催されたが、全体練習に

あてられたのは 8 月22日～26日の 5 日間であった。さ

らに、2012年度（8月25日開催）は 8 月21日～24日の 4

日間に減少している7。2012年度に準備日程が減少して

いるのは、間借りをしてるＮⅠ中の運動会が翌週に控

えていたこと、また、ＮⅡ中の他の学校行事との兼ね

合いから、開催日を同日にしか設定できなかったこと

に起因している。

最後になるが、2012年度に入り、現在同じ校舎で教

育活動を行っているＮⅠ中とＮⅡ中を統廃合する予定

であることが、教育委員会より報告された。そのため、

教師の中には、統廃合の準備委員に任命され、夜遅く

まで会議に参加している者もいた。また、地域住民に

も教育委員会による説明会が行われていたが、先ほど

述べたように、その多くは居住地を変更していたため、

参加率は低調であり8、かつての統廃合の時のような活

発な議論は行われていない。

しかし、学校の統廃合は、教師、生徒、地域住民に

とって、これまでの生活空間の一部を失うことであり、

ぬきさしならない問題であった。そのため、そのトピッ

クは2012年度の「親子大運動会」に少なからぬ影響を

及ぼしていく。すなわち「親子大運動会」が、学校の

統廃合をめぐる「意志の表明」の場として、成立して

いくことになるのである。

3 ．調査方法

本研究で用いた調査方法は、①参与観察による

フィールドノーツへの記述・分析、② VTR による撮

影・分析、③教師、生徒、地域住民へのインタビュー、

及び運動会実行委員会9（以下から、実行委員会及びそ

こに参加する生徒を実行委員とする）の議論に関わる

トランスクリプトの作成・分析、④教師・生徒に配布

された資料の収集・分析、⑤学校や地域の歴史を記し

た『郷土史』の収集・分析、⑥「親子大運動会」に関

わるテレビ放映の録画・分析、そして、⑦生徒への質

問紙調査である。なお、インタビュー等の質的データ

の分析には、QDA（Qualitative	Data	Analysis）ソフ

トウェア MAXQDA を用いて、コーディングを行った

（佐藤，2008）。

調査の対象としたのは、震災後に開催された2011年

度と2012年度の「親子大運動会」であり、詳細な調査

内容は表 1 に掲載している。実行委員会の話し合いの

段階から参与観察を行い、同時に、教師へのインタ

ビューを行った。そして、同様の作業を運動会の全体

練習及び当日においても継続した。さらに、運動会後、

実行委員会担当教師（以下から、担当教師とする）の

確認・了解を得たうえで、生徒に質問紙調査を行った

（巻末・資料 1 、 2 ）。全ての生徒にインタビューを行

うことは不可能であったため、質問紙調査の結果は、

全生徒の「意志」の傾向や、生活実態等を知る上で参

考にした。

地域住民へのインタビューは、「親子大運動会」当日

に行っている。2011年度と2012年度の各地区における

来場者は表 2 の通りである。この数字は、各地区毎に

用意されたテント、及びその付近にいた人数を目視で

6	 バスの時間帯は春・秋が 5 時45分頃、夏が 6 時または 6 時30分頃、冬が 5 時頃となっている。通学に 1 時間程かかる生徒もい
るため、他校より早い時間設定になっている。

7	 なお、両年度とも、準備日程のうち 1 日は、 1 ～ 2 時間目に学級活動と始業式が入っていたため、全ての時間を全体練習にあ
てられた訳ではない。

8	 後掲表 1 、ID30。
9	 なお、実行委員会は、各クラスから選出された実行委員 2 名と、生徒会の役員によって構成されている。

宮城教育大学紀要　第47巻　2012
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表 1　「親子大運動会」調査の概要（2011～2012年）
ID 年月日 調査対象 調査の方法 場所
1 2011年 7 月 6 日 職員会議 参与観察 職員室
2 2011年 7 月 6 日 第 1 回運動会実行委員会 参与観察 2 年 1 組教室・職員室
3 2011年 7 月 6 日 実行委員会担当教師 インタビュー 職員室
4 2011年 7 月 8 日 第 2 回運動会実行委員会 参与観察 2 年 1 組教室・職員室
5 2011年 7 月 8 日 実行委員会担当教師 インタビュー 職員室
6 2011年 7 月15日 第 3 回運動会実行委員会 参与観察 武道場（避難所を兼ねる）
7 2011年7月19日 第 4 回運動会実行委員会 参与観察 2 年 1 組教室・職員室
8 2011年 8 月18日 第 5 回運動会実行委員会 参与観察 2 年 1 組教室・職員室
9 2011年 8 月19日 第 6 回運動会実行委員会 参与観察 2 年 1 組教室・職員室
10 2011年 8 月25日 運動会全体練習 参与観察 グラウンド、体育館、職員室
11 2011年 8 月25日 教師 A インタビュー グラウンド
12 2011年 8 月25日 実行委員会担当教師 インタビュー M 県 R 市内ファミリーレストラン
13 2011年 8 月26日 運動会全体練習 参与観察 グラウンド、体育館、職員室
14 2011年 8 月26日 教師 D インタビュー グラウンド
15 2011年 8 月26日 教師 M インタビュー グラウンド
16 2011年 8 月26日 教師 C インタビュー グラウンド
17 2011年 8 月26日 実行委員会担当教師 インタビュー グラウンド
18 2011年 8 月26日 教師 C インタビュー グラウンド
19 2011年 8 月26日 N Ⅱ中校長 インタビュー 職員室
20 2011年 8 月27日 「親子大運動会」 参与観察 グラウンド
21 2011年 8 月27日 県外からの来場者 インタビュー グラウンド
22 2011年 8 月27日 開会式の手伝いのボランティア インタビュー グラウンド
23 2011年 8 月27日 S 町区長 インタビュー グラウンド
24 2011年 8 月27日 M 町区長 インタビュー グラウンド
25 2011年 8 月27日 N 小学校校長 インタビュー グラウンド
26 2011年 8 月27日 地域住民（ 4 人・うち 2 人は夫婦） インタビュー ＮⅠ中校外・喫煙場
27 2011年 8 月27日 教頭 インタビュー グラウンド
28 2011年 8 月29日 全校生徒 質問紙調査 各教室
29 2012年 7 月 5 日 職員会議 参与観察 校長室
30 2012年 7 月 5 日 実行委員会担当教師 インタビュー 校長室
31 2012年 7 月 6 日 第 1 回運動会実行委員会 参与観察 3 年 1 組教室・職員室
32 2012年 7 月 9 日 第 2 回運動会実行委員会 参与観察 3 年 1 組教室・職員室
33 2012年 7 月10日 第 3 回運動会実行委員会 参与観察 3 年 1 組教室・職員室
34 2012年 7 月10日 実行委員会担当教師、教師 A インタビュー 職員室
35 2012年 7 月17日 第 4 回運動会実行委員会 参与観察 3 年 1 組教室・職員室
36 2012年 8 月21日 運動会全体練習 参与観察 職員室・武道場・体育館
37 2012年 8 月21日 演技図説明会（職員会議） 参与観察 職員室
38 2012年 8 月21日 第 5 回運動会実行委員会 参与観察 3 年 1 組教室・職員室
39 2012年 8 月22日 運動会全体練習 参与観察 職員室・武道場・体育館・グラウンド
40 2012年 8 月22日 実行委員長挨拶・「復興への決意」の指導 参与観察 3 年 1 組教室・職員室
41 2012年 8 月23日 運動会全体練習 参与観察 職員室・体育館・グラウンド
42 2012年 8 月23日 教師 A、B、C インタビュー 職員室・グラウンド
43 2012年 8 月23日 第 6 回運動会実行委員会 参与観察 グラウンド
44 2012年 8 月23日 選手宣誓・「復興への決意」の指導 参与観察 グラウンド
45 2012年 8 月24日 運動会全体練習 参与観察 職員室・体育館・グラウンド
46 2012年 8 月25日 「親子大運動会」 参与観察 職員室・グラウンド
47 2012年 8 月25日 教師 C、D、E、F、G、H、I、J、K、L インタビュー 職員室・グラウンド
48 2012年 8 月25日 PTA 会長 インタビュー グラウンド
49 2012年 8 月25日 PTA 役員 インタビュー グラウンド
50 2012年 8 月25日 H 市教育長 インタビュー グラウンド
51 2012年 8 月25日 H 市教育委員長 インタビュー グラウンド
52 2012年 8 月25日 M 小学校校長 インタビュー グラウンド
53 2012年 8 月25日 N 小学校校長 インタビュー グラウンド
54 2012年 8 月25日 H 市市議会議員Ｓ氏 インタビュー グラウンド
55 2012年 8 月25日 H 市市議会議員Ｏ氏 インタビュー グラウンド
56 2012年 8 月25日 T 町区長 インタビュー グラウンド
57 2012年 8 月25日 K 町区長 インタビュー グラウンド
58 2012年 8 月25日 M 町区長 インタビュー グラウンド
59 2012年 8 月25日 O 町区長 インタビュー グラウンド
60 2012年 8 月25日 N 町区長 インタビュー グラウンド
61 2012年 8 月25日 60代男性Ａ氏 インタビュー グラウンド
62 2012年 8 月25日 N Ⅱ中 2 回生 インタビュー グラウンド
63 2012年 8 月25日 テレビ放映（NHK) 録画・分析 宮城教育大学研究室

64 2012年 8 月29日 運動会事後指導（質問紙配布・回収） 参与観察
質問紙調査

職員室・ 2 年 1 組、 2 組、
3 年 1 、 2 組教室

65 2012年 8 月29日 郷土史 資料収集 Ｍ県Ｈ市図書館
※上記施設は、全てＮⅠ中内にある。なお、2012年度においてはＮⅠ中内に、ＮⅡ中の仮設校舎が建てられ、そこに職員室、校長室、教室の一部が移動している。
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確認したものであり、その場所にいなかった人は数に

含まれていない。そのため、当日の来場者を最も低く

見積もった人数として捉える必要がある10。地域住民

に関しても、全てにインタビューを行うことは不可能

であるため、来賓席に座っていた教育長、区長、議員、

ＰＴＡ役員、学区の小学校校長等を、地域住民の「意

志」を代弁できるインフォーマンツ（informants）と

して位置づけ、彼らを中心にインタビューを行った。

なお、本調査は、大学教員と大学院生で構成された

3 名で行っている。具体的な役割分担としては、①実

行委員会担当の教師、及び生徒担当、②地域住民担当、

③教師担当（実行委員会担当以外）に分かれて調査を

進めた。しかし、完全な分業という訳ではなく、それ

ぞれの担当フィールドへの理解を深めるうえで、担当

外のフィールドを共同で調査することもあった。各

フィールドで得られた情報は、同日の調査終了後に共

有・確認することで、次回の調査内容を定めていった。

さらに、各年度の全調査終了後においても、それぞれ

の分析結果を報告し、質的データに関わるコーディン

グの妥当性及び分析方法について検討した。

4 ．考察の方法

本研究では、以下のような手順で考察を進めていく。

例年、「親子大運動会」は、実行委員会が決定したテー

マに基づいて運営されている。それは実行委員会の「意

志」とも言え、実際にプログラム全体に影響を及ぼし

ている。そのため、まず実行委員会のテーマが、どの

ようにプログラムに反映しているのかを解説する。さ

らに、そのテーマが担当教師の「意志」に基づいて指

導されていること、そして、その「意志」が浸透して

いく過程を示す。

次に、教師、生徒、地域住民の「意志」の分析へと

進むが、ここでは共通の分析方法を用いている。まず、

各立場の代表によって述べられた「意志」が、震災後

の2011年度と統廃合を控えた2012年度において、どの

ように変化しているのかに注目する。具体的には、生

徒を代表する立場の「意志」として、開会式における

実行委員長挨拶と、閉会式における「復興への決意」、

教師を代表するものとして開会式における校長の挨拶、

地域を代表するものとして教育長と PTA 会長の挨拶

に注目する。さらに、インタビューや質問紙調査で明

らかになった、代表者以外の「意志」との比較を行い、

各代表が語った内容が、背後に存在する人たちの「意

志」から何を取捨選択していたのかを明らかする。

そして、最終的には各章の分析をふまえて、学校の

統廃合をめぐる「意志」の諸相を整理し、「親子大運動

会」が「連帯と団結による意志表明」の場として成立

していたのかを検討する。

5 ．運動会のテーマと実行委員会の指導

5.1　テーマとプログラムの関係

例年、ＮⅡ中では、生徒によって発足された実行委

員会が「親子大運動会」のテーマを決定している。そ

して、このテーマに基づいて開会式、閉会式、及び、

表 2　来場者の変化（各地区テントの人数）
8時30分頃 9時30分頃 10時30分頃 11時30分頃 12時30分頃 13時30分頃

地区 2011年 2012年 2011年 2012年 2011年 2012年 2011年 2012年 2011年 2012年 2011年 2012年
A

未集計

4 13 19 13 13 35 17

未集計

18 17 15
N 8 13 19 10 24 19 21 25 12 20
O 12 25 16 9 17 48 15 20 22 10
M 10 36 34 38 35 62 36 40 40 30
K 10

39
20 40 29 36 25 45 13 15

SZ 0 9 11 11 28 14 11 14 9
SN 2 31 15 22 25 44 24 29 12 16
T 20 17 25 15 26 40 25 28 28 12
ST 15 42 29 31 26 42 26 45 34 16
計 81 216 186 189 206 354 203 261 192 143

10	 なお、2011年度の11：30頃、及び2012年度の12：30頃の集計は、食事の時間と重なっているため、生徒を含めた人数である。
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競技・演技種目の内容が決められることになる。例え

ば、開会式では聖火リレーを実施しているが、2011年

度はＮⅡ中校長→ PTA 会長→ＮⅠ中校長→Ｈ市市長

→Ｈ市教育委員長→ S 氏（震災後、避難所運営でリー

ダーだった人）→ S 町区長→生徒会長というように、

学校再開に向けた協力者がランナーに含まれている。

2012年度においては、ＮⅡ中校長→ＮⅡ中第 1 期卒業

生→第 2 期卒業生→第 2 期卒業生→第 6 期卒業生→第

8 期卒業生→第24期卒業生→生徒会長というように、

これまでの卒業生を中心につないだ。

このような変化は、運動会のテーマと密接に関わっ

ている。2011年度に実行委員会が設定したテーマは、

「Let’s	run～走れば見える復興というゴール～」（表 3・

右上）であり、それには「地域を勇気づける、信頼し

合い、力を合わせるなど、たくさんの思いが込められ

てい」た（2011年度実行委員長挨拶）。すなわち、学校

再開に向けた協力者を中心に聖火をつなぐというのは、

このような運動会のテーマで示された「意志」が具体

的に表明されたものなのである。

2012年度においては、テーマが「5347人の軌跡～生

徒は地域のために、地域は未来のために～」（表 3 ・右

下）と設定されたが、それには「卒業生と在校生が築

き上げてきたＮⅡ中の伝統と誇りを未来につなげてい

きたいという思いが込められてい」た（2012年度実行

委員長挨拶）。同年の卒業生を中心にした聖火リレーも

また、このテーマで示された「意志」の表明と言える。

このように、実行委員会が設定するテーマは、「親子

大運動会」全体を貫く「意志」となるため、例年、議

論には多くの時間が割かれている。

5.2　実行委員会担当教師の「意志」とテーマの関係

テーマの設定に至るまで、実行委員会の指導を担当

するのは、この学校の唯一の保健体育教師である。具

体的には、担当教師が設定した教育目標である、「ねら

い」（表 3 ・左）に基づいて指導が進められていく。例

年、その内容は、第 1 回目の実行委員会が開催される

前に、職員会議において報告されている。なお、筆者

が参与観察をした 2 年間において、それが否定された

り、修正されることはなかった。校長も、担当教師の

たてた方針に賛同し、他の教師も会議の場で異論を挟

むことはなかった。

このことから、担当教師の立てた「ねらい」は、一

定の説得力を持って、教師集団に共有されていたこと

がうかがえる。その背景には、担当教師が、幼少期か

ら現在のＮⅠ中、ＮⅡ中がある地域の隣町に住んでい

たため、Ｈ市の生活環境や地域の課題について理解が

深かったことがある。そして、体育授業、体育行事、

運動部活動、学級づくりの指導において、常に生徒が

抱えている生活課題にまで視野を広げて計画を立案し、

自らの実践の評価にも取り組んできた。その一端は実

践記録として執筆され、筆者らが確認しただけでも、

体育専門雑誌において合計59本、自身の所属する民間

教育研究団体の仲間とともに書籍化されたものが 7 冊

あった。このような経歴と教育実践歴から導かれた「ね

らい」は、「親子大運動会」だけに止まらない、同教師

の教育実践全体を貫く「意志」でもあった。そして、

そのような重みがあったために、教師集団の間で一定

の説得力を持ちえたのであろう。

さらに、担当教師の設定した「ねらい」は、前節で

表 3　実行委員会担当教師の設定した「ねらい」と実行委員会で決定されたテーマ

実行委員会担当教師の設定した「ねらい」 実行委員会で決定されたテーマ

2011年度

⑴　	運動会を人間・学校・地域の復興の場と位置づけ、
そのための企画を立案する。

Let’s	run
～走れば見える復興というゴール～

⑵　	生徒の自治と共同の力を最大限発揮させ、地域再生
力の根を耕す。

⑶　	離れ離れになっている地域の方々の再会の場とし、
地域再興のエネルギーを復活させる。

2012年度

⑴　	学校と地域の方々の共同・協同の場とし、地域復興
への決意と団結を示す祭典とする。

5347人の軌跡
～生徒は地域のために、地域は未来のために～

⑵　	全生徒の無限の可能性を追求する場とし、地域再生
のための自治能力を育成する場とする。

⑶　	新しい校風づくりと伝統を守り育てる場とし、新た
な挑戦に取り組む行事とする。
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ふれた実行委員会で設定されたテーマ、及び、各年度

のプログラムにも影響を及ぼしている。例えば、2011

年度に設定した「ねらい」⑶には、「離れ離れになっ

ている地域の方々の再会の場とし、地域再興のエネル

ギーを復活させる」とあるが、先ほど述べたように、

同年の聖火リレーには被災した地域住民が含まれてい

た。そして、翌年度においては、教育委員会により学

校の統廃合の報告があったことから、「ねらい」の⑶に

「新しい校風」「伝統」といった言葉が加わっている。そ

れに伴い、実行委員会では「5347人の軌跡～生徒は地

域のために、地域は未来のために～」というテーマが

設定され、卒業生を中心に聖火リレーが行われていた。

また、2012年度においては、「ねらい」⑴に「祭典」と

いう言葉が加わっているが、同年の運動会では、前年

度にはなかった御神輿が用意され、応援合戦の前に生

徒たちが担ぐようになった。

これらの事例が示すように、担当教師が事前に設定

した「ねらい」及び、その変化は、実行委員会のテー

マ設定に影響を及ぼし、さらにプログラム全体にも波

及するほどの影響力をもっている。

5.3　テーマに関わる指導の過程

このように、担当教師が事前に設定した「ねらい」

のもつ意味は大きいが、 1 で述べたように体育行事は、

生徒の主体的・自治的な活動を目的とする教科外活動

である。そのため、一般的な授業のように、担当教師

から運動会のテーマを「教授」するのではなく、生徒

たちによる議論を通して、彼らの「意志」としてまと

めていく必要がある。実際に、筆者が参与観察をした

2 年間において、担当教師の設定した「ねらい」が、

そのまま生徒たちに明示されることは無かった。

以下では、担当教師の「ねらい」が、実行委員会の

指導を通して、どのようにテーマに汲み取られていく

のかに注目していく。先に、その指導過程の特徴を述

べれば、①テーマに関わる説明をし、②「何のために

運動会をするのか」という「意味を問う」指導を繰り

返し、③イメージがわかないようであれば、具体例を

通して教師が設定した「ねらい」に気づかせ、④それ

を生徒たちの言葉で表現させていく（状況に応じてア

ンケートを行う）という段階を往来しながら、テーマ

の決定に至っている。その過程を整理したのが表 4 で

ある。

①テーマに関わる説明をする場面では、まず、テー

マを自分たちで決定する必要があることが述べられて

いる。そして、自己紹介の中で生徒から語られた内容

や、担当教師の「ねらい」に基づいて、学校や地域の

課題が話されている。例えば、2011年度においては、

自己紹介で「最近のＮⅡは暗い」と述べられたことを

受けて、「その暗さをね、どうやって打ち払うのか、こ

れはね『ねらい』（実行委員会のテーマ、筆者）にかかっ

ていると思います」と説明をしていた。2012年度にお

いては、第 1 回、第 2 回の実行委員会で出されたテー

マが漠然とした内容だったことを受けて、第 3 回実行

委員会においてプリントを配布している。その中では、

テーマはイメージしやすいものでなければならない、

統廃合という現実と向き合う、自分たちの思いをこめ

る、「運動会の開始時点でテーマの元に全校が結集し、

終了時にはテーマの元に新たな決意を抱けるものにな

らなければならない」等の説明が行われていた。

次に、②「何のために運動会をするのか」という「意

味を問う」指導であるが、そこでは、例年、生徒から

「団結力」「結束力」といった言葉が挙げられる。それに

対して、「なぜ、団結する必要があるのか」「何のために

団結するのか」といった質問を繰り返し投げかけ、他

の言葉に関しても同様の指導が行われる。人は何か課

題があるから団結するのであり、それに気づかせよう

としているのである。

そして、③イメージがわかないようであれば、具体

例を通して、担当教師が設定した「ねらい」に気づか

せていく。2011年度においては、生徒から出てきた「親

との交流を深める」という意見に対して、他にどのよ

うな人が来るのかをたずね、生徒の中から来場者の例

を挙げさせていた。そのことによって、テーマに「地

域」を含む必要があることに気づかせようとしている

のである。2012年度においても、生徒から出てきた、

御神輿を運動会に登場させるという意見に対して、「な

ぜ御輿を担ぐのか」という問いかけが行われた。この

やりとりの中でも、生徒に祭りや御神輿を担ぐ場面を

イメージさせ、それらの行動の背景には人々の期待・

願いがあること、そして、「親子大運動会」においても

同様の期待・願いが寄せられていることに気づかせよ

うとしていた。

このような議論を経て、最終段階において、④生

徒たちの言葉でテーマを表現させていくことになる。
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2011年度においては、この場面のやりとりがあまり見

られない。それは、実行委員会の話し合いの過程で、

全校生徒にアンケートをとって、テーマのヒントを得

ることになったからである。しかし、実行委員会が作

成したアンケートには、「ＮⅡを活気づけられ地域を勇

気づけるような運動会のテーマを考えてください」と

書かれており、この段階までに「ＮⅡを活気づける」

「地域を勇気づける」というキーワードにまで絞られて

いた。2012年度においてはアンケートが実施されず、

教師は実行委員会で挙げられたキーワードに対して

「軽くないか？」「堅くないか？」「学校の名前とか地域の

名前が入ると、何かダメなんだよな」「（生徒から挙げら

れた意見に対して、筆者）ただ、すごくヒントはある

よね」というように、コメントや助言を加えながら、

表 4　テーマの設定に至るまでの指導過程
2011年度 2012年度

説
明
を
す
る

・	自分たちで、ねらいをたててみてください。
・	その暗さをね、どうやって打ち払うのか、これはね、「ねらい」にか
かっていると思います。

・	どういう運動会を自分たちでつくるのか？ということです。
・	先生達は、先生達で目標はあります。が、これはあくまでも先生達の
目標なので、今日は、そこの「ねらい」のところをきちんとみんなで
話し合ってもらう。

・	運動会ってどういう場なのか、どういう意味があるのかということ
を、最初にきちっと話し合って…。

・	今からテーマとか、狙いをね、決めていって欲しいなって思います。

＜2012年 7 月10日　第 3 回実行委員会・配布プリント＞
①	テーマが抽象的すぎないか。地域の方が見てイメージしやすい運

動会か。テーマが生徒・教員・保護者はもちろん地域の方々や老
人が見てもすぐにわかるもの、理解しやすいテーマとなっている
かが大事。震災後の「復興」と学校の「統廃合」という厳しい現
実の中でＮⅡ中がしなければならないことは何か。震災の影響は
まだまだ続く。40年の歴史に幕を下ろすという悲しい現実を直視
し、それでも地域のつながりを決して失わないための努力を中学
生なりにしてほしい。

②	何よりも自分たちの思いが詰まったテーマになっているか。運動
会のねらいが伝わるテーマになっているか。前回決めたテーマは
自分たちの思いや運動会のねらいが伝わるものになっているだろ
うか。もう一度吟味して欲しい。「たかがテーマ、されどテーマ」
である。全校・全地域（地区）が一丸となって運動会を成功させ
ようという思いに駆られるだろうか。ＮⅡ中の魂の叫び、心の奥
にある願いが伝わるものでなければただの「スローガン」で終わっ
てしまう。運動会の開始時点でテーマの元に全校が結集し、終了
時にはテーマの元に新たな決意を抱けるものにならなければなら
ない。そういう意味でテーマの再検討を提案します。

意
味
を
問
う

・	なんで、この状況で運動会をやるのか？
・	何のために団結するのか？
・	ぽっかり穴が空いたのをどうしたいのか？
・	暗い気持ちから明るい気持ちに、どうするの？
・	さっきもちょっと言ったけれど、2年生からね、団結力を高めるって
出たんだけど、なんで団結力を高めなければならないのか。

・	団結を高めるというのはどういうことなのか？
・	それは、何のために？
・	みんなのために？
・	ＮⅡのため？
・	団結力を高めるって言うのはどういうことかっていうのは、あそこに
書いてあるよ。信頼し合い、力を合わせるって書いてあるけど。じゃ
あ、何のために団結力って必要なの？特に、今のＮⅡにとって、団結
力を高めるっていうのは、なぜ必要なの？

・	何のためにやるの？
・	何のために運動会ってやるの？
・	なぜ団結力とか結束力とかを高めるの？
・	学校が集団だっていうのはわかるよね。だけど、集団を高めるって
いうのはどういうことなの？

・	学校として、集団の力をつけていくとか、あるいは、人間は１人で
生きられないことを確かめるために、もし運動会をやるとすれば
ね、どんな運動会をしたいの、あなたたちは？もし、そういう目的
があるとするならば、どういう運動会にしたい？自分の思いはどん
なの？

・	あんただったら、どういう思いをもって運動会に参加する？
・	どういう思いをぶつけますか？
・	何を求めて来るの？来る人は？

例
示
す
る

・	えーと親との交流を深めるってあるんですが、実際は親だけではない
ですよね。来るのはね。どういう人来るの？→地域の人→地域の人た
ちが来るよね。後は？→家族→家族、うん。後は？→親戚→親戚、はい。
後は？→恋人→えっ恋人？そういう人たち。先輩たちも来るでしょ。
OB も来るよね。だから、そういうことを考えると、親との交流だけ
だと、やっぱり狭いような感じが先生はします。ね。そこら辺をもう
ちょっと深く、掘り下げて欲しいなって思います。

・	小学校で経験していると思うけど…（ 1 年生に対して）

・	ねっ去年のテーマ見てごらん。
・	なぜ、御神輿を思いついたの？→御神輿の時に、色んな人が集まっ
てくる訳でしょ。で、それをみんなで担ぐわけだ。それは何故だと
思う？→例えばさ、軽い御神輿だったらさ、何人集まればいい？→
もし、 1 人で担げる御神輿だったら、人、集まる？→つまり、人を
集めるための一つの細工かもしれないわけ。昔の人の知恵っていう
か→それから、御神輿とセットなのは何？→お祭りって何なの？
→神様をみんなで担いで、何を願うの？→だから、御神輿を担ぐと
か、神様を担ぐっていうのは、いろんな思いがそこに込められてて、
しかも、たった1人で担ぐような御神輿なんて全国に無いわけだよ。
必ず、そこに、いろんな人達が寄せ集まるような、そういう、細工
をさ、昔の人はしているわけ。

・	あんたたち、お祭りとか、御神輿担ぐってなると、何となく、こう
ワクワクしない？それはなぜなの？→そこに人が一杯集まってく
るって事が、何となく胸騒ぎがしたわけさ。今だってそうでしょ→
もうちょっと、Ｙ辺りが何を考えて御神輿っていったのかね、そこ
をもうちょっとこう掘り下げてさ、今みたいに、ね、みんなで何か
を作るとか、みんなで何かを担ぐっていうことの意味だよね。

子
ど
も
達
の
言
葉
で
表
現
さ
せ
る

・	3 つぐらいなくても良いですよ。一つでも良いから。きっちりと。

＜実行委員会実施アンケート＞
・	平成23年度運動会のテーマについてアンケートを取ります。ＮⅡを活
気づけられ地域を勇気づけるような運動会のテーマを考えてくださ
い。

※テーマ※

※理由※

・	何か、いいキーワードないですか？
・	もうちょっと、いろんな言葉を、こう、組み合わせてみて、自分た
ちで紡ぎ出すような形でないと…。

・	「笑顔」って何となく、軽くない？
・	「生徒は地域のために…」どう、もうちょい何か変えられる？
・	ちょっと、全体の印象どう？みんなの？
・	堅くないか？
・	「40年の軌跡」っていうと、なんかちょっと…
・	学校の名前とか地域の名前が入ると、何かダメなんだよな。だって
ＮⅡの運動会っていうのはわかって来るわけだから。

・	「軌跡」はいいと思うよ。
・	ただ、すごくヒントはあるよね、「生徒は地域のために」。

東日本大震災後の運動会



－172－

具体的なテーマへと導いていた。担当教師の設定した

「ねらい」と結びつくようなキーワードを、生徒と共に

議論しているのである。

このようにして、担当教師の「意志」である「ねら

い」は、実行委員会のテーマ設定に影響を及ぼし、「親

子大運動会」のプログラムへと浸透していくことにな

るのである。別の言い方をすれば、担当教師の「意志」

は、生徒たちの議論を経て、間接的に実行委員会のテー

マで表明されることで、「親子大運動会」の骨格となっ

ていくのである。

5.4　実行委員会担当教師の統廃合に関わる「意志」

最後に、実行委員会担当教師の統廃合に関わる「意

志」について確認しておきたい。結論を先に述べれば、

当初は、統廃合に反対する立場であったが、実行委員

会の指導の際には、統廃合を前提にして「ねらい」を

設定している。

彼は、学校の統廃合について議論する、住民説明会

にオブザーバーとして参加し、「向こう（前の学校、筆

者）を離れて来た立場からすると、このままなし崩し

に統合だって言われても納得できない」「子どもたちも

納得できない」と述べ、「反対」の「意志」を表明して

いたが、結局、それは教育委員会に受け入れられなかっ

た。このような状況で、この地区の教師として、統廃

合を前提とした話し合いにも参加せざるを得ず、その

ことにストレスを感じていた。彼は、その心境を以下

のように語っている。「これが復興かっていう感じです

よ」「もう、これに（統合準備スケジュールに、筆者）

俺たちが乗っかっていくだけなんですよ」	11

しかし、「親子大運動会」は間近に迫っており、この

ような「反対」の「意志」を飲み込んだうえで「ねら

い」をたてねばならなかった。第 1 回実行委員会の前

日に開催された職員会議においては、学校の統廃合を

前提にして、今回の運動会が「学校を閉じるっていう

ことに向けての運動会という側面」と「来年に向けて

何を伝統として残すのかという側面」があることを解

説し、「祭り」のニュアンスを組み込んだ行事にしたい

と提案していた12。また、実際にたてられた「ねらい」

を見ても、前年度にはなかった「新しい校風づくりと

伝統を守り育てる」という言葉が加わっており（表

3 ）、これも統廃合を前提にしたものとして見ることが

できる。

当然のことながら、それは実際の指導場面にも反映

していくことになった。実行委員会に対するテーマの

説明でも、「ＮⅡ中、単独としての運動会っていうのは、

おそらく今回、最後になる」ことを解説し、プログラ

ムの内容を検討する際にも、「やっぱり、こう、最後の

運動会になるかもしれないっていうことを考えたとき

に、…略…何かできること無いかな」と述べている13。

また、実行委員長の挨拶に関しても「やっぱり、最後

の運動会を閉めるにあたってね、実行委員長がどんな

メッセージで運動会をやるのかっていうことを、やっ

ぱりメッセージ性をもって、相手に伝えて下さい」と

要求していた14。

このように、実行委員会を担当する立場として、心

底にある統廃合「反対」の「意志」を表明せず、それ

を受け入れる前提で「ねらい」をたて、指導に取り組

んでいたのである。そして、後述するように、このよ

うな統廃合を受け入れる「意志」は、教師集団で共有

されていたものでもあった。

6 ．�生徒代表が語った「意志」と実際に共有され
ていた「意志」

6.1　実行委員長挨拶と「復興への決意」

例年、「親子大運動会」の開会式では、実行委員長挨

拶が行われている。そして震災後は、閉会式の場で、

生徒が「復興への決意」を述べる場が設けられるよう

になった。2011年度と2012年度の内容を整理したのが

表 5 であり、各年度で共通する内容及び、年度間に相

違が見られる内容に、アンダーラインを引いている。

2011年度における2つの挨拶の共通性を端的に述べれ

ば、「未来志向」と表現できるだろう。実行委員長挨拶

でテーマの解説をする場面では、「地域を勇気づける、

信頼し合い、力を合わせるなど、たくさんの思いが込

められています。地域再生の狼煙を上げる行事にしよ

11	 表 1 、ID30。
12	 表 1 、ID29。
13	 表 1 、ID31。
14	 表 1 、ID35。

宮城教育大学紀要　第47巻　2012



－173－

うと、実行委員、生徒、先生方全員が、精一杯、準備

に取り組んできました」というように、地域の未来と

の関係で運動会が語られている。同様に、「復興への決

意」でも「今年以上、さらに、すばらしい運動会がつ

くれるように頑張りたいです」と、来年の運動会に向

けた希望や目標が述べられていた。

そして、それぞれの場において震災で亡くなった

「仲間への弔い」が語られているが、それも「未来志向」

の「意志」によって完結している。具体的には「 1 人

1 人がベストをつくして、このつないだ命を燃やしま

しょう。そして、M 君、W 君、O 君の分まで存分に力

を発揮しましょう」（実行委員長挨拶）、「僕たちができ

ることは、頑張って生きて、天国にいる友だちに、…

生きることだと思います」（「復興への決意」）というよ

うに、これから「自分たちが頑張ること」や「精一杯

生きること」が、亡くなった友達の供養になると述べ

られているのである。

一方で、2012年度に行われた 2 つの挨拶には、①運

動会のテーマについて解説、②過去や学校への郷愁、

③悲しさ、④悔しさという共通性がある。とりわけ、

②～④の視点は、前年度に見られない特徴と言える。

具体的には、「今年でＮⅡ中として最後の運動会になる

というのは、とても悲しいです。僕たちは震災前、海

や松原に囲まれた校舎で、1年間過ごしました。現在の

校舎を借りて学校が再開できたのは嬉しいのですが、

それと同時に、ＮⅡ中の校舎で 3 年間過ごせなかった

というのは、とても悔しいです」（実行委員長挨拶）、「先

輩方の慣れ親しんだ校歌や、ＮⅡ中の象徴である松葉

と波を表した校章が、私たちで途切れてしまうことに、

寂しさと悔しさがこみ上げてきます」（「復興への決意」）

と述べられ、「過去や学校への郷愁」と「悲しさ・悔し

さ」が同時に語られているのである。

表 5　実行委員長挨拶と「復興への決意」の内容

2011年度 2012年度

実行委員長
挨拶

（開会式）

　会場の皆様、本日はＮⅡ中、親子大運動会にお集まり
いただき、ありがとうございます。僕たちから、かけが
えのない仲間や家族を奪っていった東日本大震災。この
先、どうなるかわからない状況だった私たちも、今日、
こうして親子大運動会を迎えることができ、心から嬉し
く思います。今年の運動会テーマは、レッツラン～走れ
ば見える復興というゴール～です。このテーマには、地
域を勇気づける、信頼し合い、力を合わせるなど、たく
さんの思いが込められています。地域再生の狼煙を上げ
る行事にしようと、実行委員、生徒、先生方全員が、精
一杯、準備に取り組んできました（①）。準備期間も不十
分でしたが、 1 人 1 人がベストをつくして、このつない
だ命を燃やしましょう。そして、M 君、W 君、O 君の分
まで存分に力を発揮しましょう。最後に、この運動会が、
地域復興の大きな一歩になるように、みんなで歴史に残
る運動会をつくりましょう。

　会場の皆様、本日はＮⅡ中学校、親子大運動会にお集ま
りいただき、ありがとうございます。僕たちから、かけがえ
のない仲間や家族を奪っていった、東日本大震災から約 1 年
6 ヶ月がたとうとしている今、こうして伝統の親子大運動会
を迎えることができ、心から嬉しく思います。しかし、今年
でＮⅡ中として最後の運動会になるというのは、とても悲し
いです（③）。僕たちは震災前、海や松原に囲まれた校舎で、
1 年間過ごしました（②）。現在の校舎を借りて学校が再開
できたのは嬉しいのですが、それと同時に、ＮⅡ中の校舎で
3 年間過ごせなかったというのは（②）、とても悔しいです

（④）。今年の運動会テーマは、5347人の軌跡、生徒は地域の
ために、地域は未来のためにです。このテーマには、卒業生
と在校生が築き上げてきたＮⅡ中の伝統と誇りを未来につな
げていきたいという思いが込められています（①）。この思
いを胸に、実行委員、生徒、先生方全員が、精一杯、準備や
練習に取り組んできました。今日は、一人一人、ベストをつ
くし、みんなの思い出に深く残るような運動会にしましょう。

復興への決意
（閉会式）

　僕がこの運動会で、みんなのことが一つになっている
ことです。バトンを、リレーでバトンをつなぐ、やぐら
をつくる、…ことはチームで 1 つになっていないとでき
ないことだと思います。練習も実行委員会の人達が、頑
張ってくれていたと思います。…誰よりも声を出し、…
らしい姿勢で、僕たちを引っ張っていってくれました。
来年は、僕たちが 3 年生になります。その時は、今年以
上、さらに、すばらしい運動会がつくれるように頑張り
たいです。最後に、震災で無くなった友達のために、今
僕達ができることは、頑張って生きて、天国にいる友達
に、…生きることだと思います。全国の皆さんからのご
支援があったからだと思うので、みんなへの感謝を忘れ
ずに、これからの生活も頑張っていきたいです。これで
発表を終わります。（一部、録音不鮮明）

　ＮⅡ中、最後の運動会も、いよいよ終わりが近づいてきま
した。今年の運動会テーマ「5347人の軌跡」の通り、昭和33
年の開校以来、54年間、ＮⅡ中はこんなにたくさんの生徒の
学舎として、○○ダンスや民踊踊り等の伝統を築き上げてき
ました（①、②）。しかし、残り 7 ヶ月で、55年の歴史に幕
を閉じなければなりません（②）。私たち、 1 、 2 年生は、
ＮⅡ中生として、あの松林に囲まれた校舎に、一度も足を踏
み入れることなく、閉校してしまうことにショックを受けま
した（②）。先輩方の慣れ親しんだ校歌や、ＮⅡ中の象徴で
ある松葉と波を表した校章が、私たちで途切れてしまうこと
に、寂しさと悔しさがこみ上げてきます（②、③、④）。私は、
生まれ育った、あの町と風景が大好きです。いつの日か、ま
た、あの思い出の風景を取り戻し、さらに美しい町に戻せる
よう（②）、精一杯頑張ります。私は、まず、あの松林を元
に戻すために（②）、松の苗を植える運動を、新しい中学校
でも呼びかけていきます。そして、地域の皆さんとともに、
復興への道を歩んでいきたいです。これが、私の復興への決
意です。

※表中の番号は、①運動会のテーマについて解説、②過去や学校への郷愁、③悲しさ、④悔しさに関わる記述を示している。
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なお、2011年度と同様に、2012年度においても、実行

委員長挨拶で「未来につなげていきたい」と述べられ、

「復興への決意」でも「精一杯頑張る」「新しい学校でも

呼びかけていく」と「未来志向」の言葉が語れている

が、その前提にあるのは「卒業生と在校生が築き上げ

てきたＮⅡ中の伝統と誇り」（実行委員長挨拶）、あるい

は「あの思い出の風景を取り戻す」「あの松林を元に戻

す」（復興への決意）という、「過去や学校への郷愁」で

あるため、前年度と同様には位置づけられないだろう。

いずれにしても、「仲間への弔い」までを「未来志向」

で解決しようとした生徒たちが、僅か 1 年後に「過去

や学校への郷愁」「悲しさ・悔しさ」といった表現方法

で、現状の「意志」を語るようになった背景には、学

校の統廃合という現実がある。それは、生徒の「意志」

を転換させるほどの、大きな問題であったと捉えるこ

とができよう。そして、そのような現実をふまえて設

定された担当教師の「ねらい」や実行委員会のテーマ

が、これら代表者の「意志」に影響を及ぼしたと見る

こともできるだろう。

6.2　生徒間で共有されていた「意志」

実行委員長挨拶や「復興への決意」は、生徒の代表

によって語られる言葉であり、生徒間で共有されてい

た「意志」を代弁する意味を持つ。しかし、語りきれ

なかった「意志」があった可能性も否定できない。そ

のため、2012年度においては全校生徒の「意志」の傾

向を知るために、質問紙調査を実施した（巻末・資料

2 ）。

学校の統廃合に対する自分の立場をたずねた質問で

は「賛成である」が5.7％であり、「賛成とも反対とも

言えない」（48.9％）と「反対である」（45.5％）がほぼ同

数であった。このように、多くの生徒は学校の統廃合

を受け入れるまでには至っていない。このような傾向

と、2012年度の実行委員長挨拶や「復興への決意」で

語られた「過去や学校への郷愁」との間には、共通性

が見いだせよう。また、 5 における考察との兼ね合い

で言えば、担当教師は統廃合を受け入れる前提で「ね

らい」を設定していたが、生徒たちはそのような「意

志」には至っていなかったと言える。

次に、学校の統廃合に関わる自分の気持ちについて

たずねた質問（表 6 ）では、実行委員長挨拶や「復興

への決意」で語られた「悲しい」という「意志」は

42％、「くやしい」も27.3％であった。つまり、各代表

者によって語られた内容は、これらの生徒の「意志」

を代弁するものであったと言える。また、別の見方を

すれば、「悲しい」「不安である」「くやしい」という否定

的な感情に対する回答が多く、「楽しみ」「嬉しい」と

いった肯定的な感情は少ない。この点に関しても、代

表者によって語られた「意志」との間に共通性が見い

だせよう15。

ここで注目すべきは、実行委員長挨拶及び「復興へ

の決意」で語られた「くやしい」（27.3％）と同等か、

それ以上の生徒に共有されていたものに、「不安であ

る」「しょうがない事だと思う」「私たちの意見を聞いて

欲しかった」という「意志」があったことである。なお、

これらの「意志」に関しては、統廃合に受け入れるま

でには至っていない立場内においても、相違が見られ

る（表 7 ）。具体的には、「不安である」に関しては差

が見られないものの、「賛成とも反対とも言えない」の

15	 なお、自由記述欄から、本文中の否定的な感情に関わる理由を取り上げると、①学校が無くなること（名前が無くなることが
悲しい、不安である、くやしい）、②震災の影響でなくなること、③ＮⅡの文化や伝統がなくなること、④人間関係に関わるこ
とが見られる。反対に肯定的な感情に関わる理由を取り上げると、①地域の復興につながること（がうれしい）、②クラス、人
数、友達が増えること、③学べる場があること等がある。

表 6　統廃合に対する心境
Ⅰ中とⅡ中の統合（統廃合）について、あなたの気持ちを以下から
選んで下さい（2つ以上に○をつけても良いです）

回答 ％

1．楽しみである 8.0％

2．不安である 34.1％

3．しょうがない事だと思う 40.9％

4．私たちの意見を聞いてほしかった 27.3％

5．嬉しい 3.4％

6．くやしい 27.3％

7．悲しい 42.0％

表 7　統廃合を受け入れるまでには至っていない立場の「意志」

回答 賛成とも反対
とも言えない 反対

不安である 34.9％ 37.5％

しょうがない事だと思う 53.5％ 22.5％

私たちの意見を聞いてほしかった 14.0％ 45.0％
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立場においては、「しょうがない事だと思う」と回答す

る者が多く、「反対」の立場では「私たちの意見を聞い

てほしかった」という回答が多い。「しょうがない」と

いう言葉には、「施すべき手がない。始末におえない」

という意味があるが（広辞苑）、これは「私たちの意見

を聞いてほしかった」という、施すべき手を検討する

「意志」とは対極にあることは言うまでもないだろう。

実際に、自由記述欄に注目すると、「ぼくたちの意見

も聞いてほしかった。何か他に道があったかもしれな

いのにと思った」と記述した生徒もいた。その他を見

ても、検討すべき内容（新しい学校名への不満）や、

早急に結論を出す事への疑問があった。一方で、「しょ

うがない」の回答に関わるものには、①震災で早まっ

ただけだから（しょうがない）、②人数が少ないから、

③もう決まったことだからという意見が挙げられてお

り、ここでは、現実を受け入れる姿勢が見受けられる。

しかし、先ほど述べたように、「しょうがない」と感

じている生徒も、統廃合を受け入れるまでには至って

いないのが現実である。そして、生徒の代表者による

挨拶でも、「しょうがない」ことだけど「受け入れるま

でには至っていない」、「私たちの意見を聞いていない

から反対」といった「意志」が、直接的には語られな

かった。だが、質問紙調査の結果に基づけば、それら

の「意志」は、実際に語られた「意志」と同等か、そ

れ以上の生徒の間で共有されていた本音であった。

7 ．�地域住民の代表が語った「意志」と実際に共
有されていた「意志」

7.1　教育長とPTA会長の挨拶

「親子大運動会」において、地域住民の代表が「意志」

を語る場に、教育長と PTA 会長の挨拶がある。その

内容を整理したのが表 8 であり、6.1の生徒代表の挨拶

と同様に、年度間で共通する内容にアンダーラインを

表 8　教育長挨拶とPTA会長挨拶の内容
2011年度 2012年度

教育長挨拶

　恒例のＮⅡ中学校の親子大運動会が、すばらしい、運
動会日和に恵まれ、開催できますこと、大変おめでとう
ございます。震災の影響でＮⅠ中の開催ということで、
慣れない場所で開催で心配しておりました。しかしなが
ら、先ほどの力強い入場行進そしてやる気に満ちたみな
さんの元気な姿を拝見し、安心しております。震災発生
から間もなく 6 か月が経過します。復旧・復興に向け前
進していますが、この日本という国が明治の維新、戦後
の復興そして、今回の大震災の復興は、かなうかどうか
みなさん子どもたちの元気にかかっていると、言った方
がおります。私は、毎年この運動会にお招きいただき、
みなさんの最後まで頑張るひたむきな姿にいつも勇気と
元気をいただいております。今年もまた生きる人々に感
動を与え、そして、皆様にとって生涯忘れることのない、
素晴らしい運動会にしてください。みなさんの元気があ
れば、必ずこの国は復興できます。頑張ってください。

　みなさんの入場行進の姿、今そこに立っている顔つき、姿
勢、大変感動してみておりました。ＮⅡ中学校として最後の
運動会を立派にやり遂げようとする、その気持ちが伝わって
まいりました。ほんとに素晴らしいＮⅡ中学校の子どもたち、
生徒だと思います。学校の復興、復旧・復興は、地域の希望
でございます。そして、その希望の姿を現すのが皆様の姿勢
です。どうぞ最後の運動会、最後までしっかりがんばってく
ださい。みんなが応援しております。今日の親子運動会、本
当におめでとうございます。おわります。

PTA会長
挨拶

　みなさんおはようございます。今日はみなさんのです
ね、待ちに待ったですね、これまで練習を重ねた成果を
この親子運動会に、このように心配された地域もよくな
りました。みなさんそれぞれ大変な思いをして、今ここ
に立っておられる。今日この場に同席できなかった方々
にたくさんおられます。みなさんはこの不条理の中に生
き残ったことを感謝して、今日１日を楽しんでいただき、
精一杯動いていただき、みなさんの元気がこのＨの復興
につながることが期待されます。最後まで頑張ってくだ
さい。（一部、録音不鮮明）

　昨日までの暑さとは変わり、少し涼しく運動するにはちょ
うど良いコンディションとなりました。生徒諸君にとって、
またご来場の皆様にとっても特別な思いがあったのではない
でしょうか。運動会がＮⅡ中学校としての締めくくりの運
動会です。生徒諸君は今日までの日々、今日までの熱い思
い、それは一人ひとり違いますが、みんなの気持ちを一つに
して、この運動会を代々語り継がれるような歴史に残る運動
会にしてください。そして、今日の 1 日は、来年 4 月からス
タートする統合中学校、ＮＭ中学校に向けて、みなさん一人
ひとりの未来へ進もうとしています。ご来賓の皆様には、お
忙しい中、朝早くからお越しいただきまして、誠にありがと
うございます。また、地域の皆様には、日々平素、学校を支
えていただきまして、ありがとうございます。また、校長先
生をはじめとして、諸先生方、職員の皆様には、日頃より子
どもたちをご指導いただきありがとうございます。保護者を
代表いたしまして心から感謝いたします。会場の皆様、ＮⅡ、
OB・OG の皆様、盛大な応援をよろしくお願いします。結
びに、運動会開催にあたりお手伝いいただいた皆様、ボラン
ティアの皆様、関係各種の皆様に感謝いたします。さぁ生徒
諸君のＮⅡ魂を見せていただきましょう、検討を祈ります。

東日本大震災後の運動会
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引いた。

2011年度における各挨拶には、6.1の生徒代表の挨拶

と同様に「未来志向」という共通性がある。具体的に

は、教育長は「今回の大震災の復興は、かなうかどう

かみなさん子どもたちの元気にかかっている」という

言葉を引用し、PTA 会長も「みなさんの元気がこのＨ

（市）の復興につながることが期待されます」と述べて

いる。なお、そのような傾向は、翌年度においても同

様である16。教育長の挨拶では、「学校の復興、復旧・

復興は、地域の希望でございます。そして、その希望

の姿を現すのが皆様の姿勢です」と、ＮⅡ中の生徒た

ちを、将来における復興の担い手として位置づけてい

る。PTA 会長も、「今日の 1 日は、来年 4 月からスター

トする統合中学校、ＮＭ中学校に向けて、みなさん一

人ひとりの未来へ進もうとしています」と、今回の運

動会を未来へのスタートとして位置づけていた。

そして、両者共に、学校の統廃合を受け入れる「意

志」を示している。教育長は「ＮⅡ中学校としての最

後の運動会を立派にやり遂げようとする、その気持ち

が伝わってまいりました」と述べ、PTA 会長も「運動

会がＮⅡ中学校としての締めくくりの運動会です」と

述べており、それぞれ統廃合を受け入れる前提で挨拶

の言葉を述べていた。このような姿勢は、5.4で検討し

た担当教師、及び、後述する教師集団の「意志」と共

通している。しかし、6.2で述べたように、生徒たちは

統廃合を受け入れる「意志」にまで到達しておらず、

両者の間には隔たりがあった。

7.2　PTA会長の葛藤

7.1で見たように、地域住民を代表する 2 人の挨拶

は、「未来志向」「統廃合を受け入れる」という共通性が

あったが、PTA 会長の挨拶の背景には統廃合をめぐる

葛藤があった。PTA 会長のインタビューの内容を抜粋

したのが表 9 （左）である。そこでは、「本音を言えば

ですね、ＮⅡ中学校は、ＮⅡ中学校として存続をさせ

たいな、という思いはあります。…略…統廃合に関し

て期間が短いということがありまして、…略…閉校に

するにしても色んなことをやりたいなって思いはあり

ますけど、ただ時間が限られたものがありましたので、

PTA の方では、当初反対というか、それを止めようと

いう気持ちもあったんですけど…」と述べるように、

当初 PTA 会長は統廃合に反対し、ＮⅡ中を存続させ

たいと考えていた。結果として、統廃合をやむを得な

いと認めてはいるが、実際のところは来年度（2013年

度）から統廃合することが唐突に決まり、その準備期

間も短いということで「戸惑い」を感じている。この

ことから PTA 会長が挨拶の冒頭で述べた「来場の皆

様には特別な思いがあったのではないでしょうか」（表

8 ）という言葉の背景には、統廃合をめぐる様々な「戸

惑い」が含まれていたと捉える必要があるだろう。

16	 2012年度の教育長ならびに PTA 会長は、それぞれ新しい方が就任されている。

表 9　PTA会長と教育長のインタビューの内容

PTA会長 教育長

　まっ本音を言えばですね、ＮⅡ中学校は、ＮⅡ中学校として存
続をさせたいなという思いはあります。で、色々ちょっと調べて
みますとわかりますが、海の側にあってすごく素晴らしい環境で、
勉強させてもらっていた。そして、運動場も広くてということで。
今回震災がなければということで、みなさんそういう思いだと思
うんですけど、やっぱりその辺、ＮⅡ中学校で卒業させたいなっ
ていう思いです。もう一つは、やっぱり統廃合に関して期間が短
いということがありまして、色んなこう閉校にするにしても色ん
なことをやりたいなって思いはありますけど、ただ時間が限られ
たものがありましたので、PTA の方では、当初反対というか、そ
れを止めようという気持ちもあったんですけど、ただ教育委員会
の方からこういうような、実際の規模で、将来的なことを考えて
詳しい話を聞けましたので、そこで切り替えて、そうであればも
う次に向けてやろうということで、やりだしまして。ですから、
まぁ本音を言えば、ＮⅡ中のままっていうのもありましたけども、
子どもたちの将来を考えると、地域の将来のことを考えると、統
合はやむを得ないかなって。色んなのがあったんですね、一貫校
とか色んなのがあったんですけど、そういうような選択になって
まいりました。

　こういう状況ですからね。まぁ今の中学 3 年生は、今のＮⅡ中の
子どもたちは、ＮⅡの最後の子どもたちとしてね、誇りをもっても
らいたいですよね。また、 4 月になったら、切り替えて、ＮⅠ中も
良い学校ですから両方の良さをプラスに、やっぱりね、変えるよう
な方向でね、頑張ってもらいたいなと思っています。
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一方で、教育長の統廃合についてのインタビューで

は、統廃合は「致し方ない」、そして「 4 月になった

ら、切り替えて、ＮⅠ中学校も良い学校ですから両方

の良さをプラスにやっぱりね、変えるような方向でね、

頑張ってもらいたいなと思っています」と述べている。

つまり、教育長はインタビューにおいても、挨拶と同

様の「意志」を語っており、そこには PTA 会長のよ

うな葛藤が見られなかった。両者の挨拶では「未来志

向」「統廃合を受け入れる」という共通点があったが、

実際の心境には、このような違いがあったことを留意

しておく必要があるだろう。

7.3　地域住民の「意志」

最後に、教育長や PTA 会長の背後にいた、地域住

民の「意志」を確認しておこう。表10は、地域住民の

統廃合に関わる「意志」とその理由をまとめたもので

ある。ここで示されているように、地域住民の「意志」

はＮⅡ中の統廃合を前向きに賛成する立場と、仕方が

ないという立場に分けることができる。

前向きな「意志」を示す立場の理由に注目すると、

①現状の学習環境の改善が図れること、②統合に伴い

生徒数が増加し、部活動等の種目も増え、教育効果が

上がること、③新しいものが生まれる（期待感がある）

といったことであった。一方、インタビューをした半

数以上の地域住民が「仕方がない」との「意志」を示

していた。その理由は、①被害の大きさ（をふまえれ

ば仕方がない）②生徒数の減少、③本音は反対だから

といった内容に分けることができる。なお③の立場を

とるのは PTA 役員であったが、PTA 会長と同様に、

「統廃合に向けて準備期間が短い」ことを指摘してい

る。実際に PTA 会長も、「閉校にするにしても色んな

ことをやりたいなって思いはありますけど、ただ時間

が限られたものがありました」（表 9 ）と述べていた。

生徒たち、学校、地域をつなぐ PTA の立場から、地

域住民と学校が連携した閉校行事についてじっくりと

考えたかったが、統廃合に向けたスケジュールがそれ

を許さなかったのである。

このように地域住民の間では、様々な「意志」が錯

綜していたが、概ね「統廃合を受け入れる」という点

では一致していた。そのため、「親子大運動会」におけ

る教育長や PTA 会長の挨拶では、そのような「意志」

が代弁されたと言えよう。しかし、その背景に、性急

な統廃合に対する父母の戸惑いがあったことは、見過

ごすことのできない事実である。

8 ．�校長が語った「意志」と教師集団で共有され
ていた「意志」

8.1　校長の挨拶

「親子大運動会」において、教師集団の代表が「意志」

を語る場に、校長の挨拶がある。昨年度と今年度の挨

拶を比較すると、それぞれ①支援や来場者への感謝、

②「親子大運動会」の歴史、③テーマの説明、④生徒

たちの頑張り、⑤プログラムの紹介、⑥保護者・地域

表10　地域住民の統廃合に関わる「意志」とその理由
統廃合について 理由 対象者

前向きに賛成

生徒数の減少。将来に向けて夢を託す。 教育委員会教育委員長
大規模校の方が教育効果がある。部活の選択肢が広がる。 Ｏ町区長
部活の選択肢が広がる。 参観者・60代男性
未来志向。 Ｍ町区長
新しいものが生まれる。 Ｍ小学校校長

仕方がない

被害の大きさ。未来志向で。 市議会議員 A 氏
被害の大きさ。 市議会議員 O 氏
被害の大きさ。悔しい。寂しい。 市民センター所長（ON 地区）
被害の大きさ（元の場所では開校できない）。 Ｋ町区長
被害の大きさ。生徒数の減少。寂しい。 ＮＳ町区長
被害の大きさ。生徒数の減少。 参観者・ＮⅡ中学校 2 回生
生徒数の減少、ある程度の規模が必要。 Ｎ小学校校長
生徒数の減少。部活の選択肢が広がる。将来的には良い。 市民センター所長（N 地区）
生徒数の減少。復興計画が一番大事。 Ｔ町区長
本音は反対。唐突、戸惑い、不安。 PTA 役員

東日本大震災後の運動会
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住民へのプログラム参加の呼びかけ、⑦開催への決意

で構成されている。そして、2012年度においては、⑧

学校の統廃合に関する内容が加えられている（表11）。

これまでの考察との関連で注目されるのは、まず、

テーマの説明が行われ、担当教師の「ねらい」が代弁

されていることである。2011年度の挨拶では、「地域の

方々の再開の場としたい」「地域復興の一歩を期すよう

な運動会にしたい」と述べ、同様に、2012年度の挨拶

でも「本校の卒業生5347人の思いを私たちがしっかり

受け止め、地域復興への願いを結集したいと思います」

と述べており、それらは前掲の表 3 で示した、担当教

師の設定した「ねらい」と合致している。さらに、生

徒代表の挨拶でもテーマについてふれていることから

（6.1）、校長の挨拶で語られた「意志」は、それとも共

通性をもつことになる。

また、校長は、2012年度において学校の統廃合につ

いて語っているが、それは「私たちの大切な古里、か

けがえのないもの、そして学び舎を失ったＮⅡ中学校

でございます」「55年の学び舎の歴史を失う私たち母校

への思い」というように、「過去や学校への郷愁」を含

む形で述べられていた。この点についても、生徒代表

による挨拶との間に共通性が見いだせよう。

しかし、両者の間には、相容れない点も見られる。

校長は、「ＮＭ中学校として新しいスタートを切ること

になりました」と統廃合を受け入れる「意志」を示し

ているが、生徒たちはそのような「意志」にまでは至っ

ておらず（6.3）、「悲しさ」「悔しさ」という言葉で心境

を表現していた。むしろ、校長の挨拶に見られる、統

廃合を受け入れる姿勢は、7.1で考察した地域を代表す

る立場の「意志」と共通するものであった。

8.2　教師集団の「意志」

最後に、校長の背後にいた教師集団の「意志」を確

認しておきたい。本研究では、その傾向を知るために、

全教師13名17のうち12名にインタビューを実施した。

結論から述べれば、彼らもまた、統廃合は「やむを

17	 この数は、校長、担当教師、ALT、用務員、事務員、スクールカウンセラーを除いた数である。

表11　校長挨拶の比較

2011年度 2012年度

校長の挨拶

　…略…しかし、たくさんの、暖かなご支援をいただき
ながら、少しずつ元気を取り戻しております（①）。そ
して、本日…略…ご来賓の方々、そして保護者の方々に
ご参集いただきまして、このように、盛大に親子大運動
会ができることに、心から感謝を申し上げたいと思いま
す（①）。…略…本校の親子運動会は実は平成 5 年度に体
育祭から名称を改めまして、保護者の方、地域の方とつ
くる運動会として、本校では大変大切にしてきた行事で、
今年で19回目を迎えます（②）。この運動会を完全復活し
たいという思いで私たちは頑張ってきました（④）。特に、
今年は地域の方々の再開の場としたい。そして、できれ
ば地域復興の第一歩を期すような運動会にしたい、こう
いう思いで取り組んでまいりました（③）。運動会のテー
マは「Let's	run～走れば見える復興というゴール～」で
ございます（③）。子どもたちは夏休みを返上して、実行
委員会や応援リーダーの活動に取り組んでまいりました

（④）。そしてその目標達成にむけて精一杯頑張ってまい
りました（④）。…略…それから、本校の伝統的な出し物
…中略…E（本校独自のダンス）。…略…それから平成 5
年度から踊っております女子生徒による民謡踊りでござ
います（⑤）。ぜひ、最後は地域の方も入っていただいて、
踊っていただきたいと思います（⑥）。…略…いよいよ今
から運動会が始まります。ＮⅡ中の伝統を引き継ぎ、躍
動感に満ちた感動ある運動会にしたいと思います（⑦）。

（以下、省略）

　…略…たくさんの方々の暖かなご支援を受けて、子どもた
ちは元気に明るく、ここまで頑張りました（①、④）。本日
…略…ご来賓の方々、保護者の方々にご参集いただき、平成
24年度本校最後の親子大運動会が開催できますこと、心より
厚く御礼を申し上げます（①）。本校の運動会は平成 5 年に
体育祭から名前を変え、学校・保護者の皆さん、そして地域
とつくりあげる運動会、伝統的な運動会として今まで大切
に実施してまいりました（②）。本年度で、20回を迎えます

（②）。しかし、今回の震災により…略…ＮⅡ中は今年度 3 月
31日をもって閉校いたします（⑧）。そして 4 月からはＮⅠ
中と統合し、ＮＭ中学校として新しいスタートをきることに
なりました（⑧）。55年の学び舎の歴史を失う私たち母校へ
の思いをですね（⑧）、今日ご参加いただきましたみなさま
と思いを同じにして、思い出に残る、感動的な運動会にした
いと思います（⑦）。どうぞよろしくお願いいたします。
　本日の運動会のテーマは先ほど実行委員長も申し上げまし
た「5347人の軌跡。生徒は地域のために、地域は未来のため
に」でございます（③）。本校の卒業生5347人の思いを私た
ちがしっかり受け止め、地域復興への願いを結集したいと思
います（③）。そして未来を切り開く力をつけたい。そうい
う思いを込めて子どもたちがつくってくれたテーマでござい
ます（③）。…略…子どもたちは夏休み中、暑い中、一生懸命、
企画・準備に取り組んできました（④）。練習時間はたった
4 日間でした。…略…本年度の出し物の中で 2 つだけご紹介
いたします（⑤）。…略…ぜひお楽しみにしてください。そ
して最後はみんなが一つになって踊れたら、とても良い思い
出になるんじゃないかなと思います（⑥）。よろしく保護者
のみなさま、地域の方々もご参加していただきたいと思いま
す（⑥）。（以下、省略）

※表中の番号は、①支援や来場者への感謝、②「親子大運動会」の歴史、③テーマの説明、④生徒たちの頑張り、⑤プログラムの紹介、⑥保護者・地域住民へのプ
ログラム参加の呼びかけ、⑦開催への決意、⑧学校の統廃合に関する内容を示している。
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得ない」という「意志」で一致していた。しかし、そ

の理由については様々であり（表12）、まず①統廃合を

前向きに捉え始めている立場がある。その理由に関し

ては、少人数という現状や、学習環境を変えるために

は良い、生徒がたくましく育つには一定の生徒数が必

要である、あるいは、部活動や運動会等の教育活動を

充実させるには、一定の生徒数が必要といった意見が

挙げられている。次に、②統廃合は仕方がないが、本

心は反対であるという立場がある。その理由に関して

は、N Ⅰ中と N Ⅱ中は文化圏が違う、小さい学校が悪

い訳ではない、教師や生徒の意見を聞いていないとい

うことが挙げられている。そして、最後に、③明確に

賛否を示さずに、統廃合を受け入れる立場がある。そ

の理由に関しては、少人数や現状の学習環境を変える

には仕方がない、前の学校に戻るのは不可能だから仕

方がない、教師はどこであろうとベストをつくすのが

使命といったことが挙げられている。

賛成する立場や、明確な賛否を示さない立場におい

ては、共通して「少人数や現状の学習環境を変えるに

は仕方がない」という、統廃合を受け入れる理由が述

べられているが、その一方で反対する立場に通じる、

統廃合への不安も含まれていた。このことから、教師

集団においても様々な「意志」の葛藤があったことが

うかがえる。しかし、このような相違を見せつつも、

彼らは「統廃合はやむを得ない」という姿勢では一致

しており、8.1で検討した校長による挨拶は、そのよう

な「意志」を反映したものとして捉える必要がある。

9 ．総括

9.1　「親子大運動会」における「意志」の諸相

ここでは、図 1 を用いて、これまでの考察を整理し

ておきたい。まず、図 1 の概略であるが、歪な 6 角形

の枠は「意志表明の場」としての「親子大運動会」を

示しており、そこで表明された生徒、教師集団、地域

住民の代表による「意志」は、枠内の円で表現してい

る。それぞれの「意志」の内容は、円内において要点

のみを記した。そして、円が重なっている部分は、各

立場で共通する「意志」があったことを示している。

なお、 6 角形の枠外にある円では、各立場の代表者の

背後にいた、その他大勢の「意志」を示している。そ

して、枠内外を結ぶ実線及び点線の矢印があるが、そ

れらは「意志」の語られ方の相違を示している。枠外

で共有されていた「意志」が、代表者によって直接的

に語られた場合には実線、間接的に語られた、あるい

は「意志」の一端が語られた場合には点線で示した。

さて、まず「親子大運動会」という場を規定する意

味を持つ、実行委員会の「意志」に注目する。それは、

表12　教師集団の統廃合に関わる「意志」とその理由

統廃合について 教師 理由

①	前向きに捉え
始める

F 少ない生徒数・被災している環境（学習環境）を変えるには良い。親子大運動会の形式を継続できるのか不安。

H 人数の増加によって運動会などの行事が盛り上がる。キャラクターが違う生徒たちなので交流の仕方が不安。

I 部活動とか生徒の活動を考えると人数は必要。生徒たちがたくましく育つにはある程度の人数が必要。少ない
生徒数だと人間関係が固定される。

②	仕方がないが
本心は反対

B 教師、生徒の声を聞いていない。

A 人数が少ないと意識が高まらない。地区に学校がないことは問題（少規模でも問題ない）。「親子大運動会」の
形式を継続できるのか不安。

K 市内に学校が 4 つある方が自然（小規模でも問題はない）。小さい学校が悪いという理由はない。I 中とⅡ中は
文化圏が違う。

③	明確な賛否を
示さずに受け
入れる

D 少ない生徒数、被災している環境（学習環境）を変えるには仕方がない。急な決定、クラス替えに心配する親
の声もある。

E 少ない生徒数、被災している環境（学習環境）を変えるには仕方がない。

G 被災している環境（学習環境）を変えるには仕方がない。

J 地域性が強いＮⅠ中と N Ⅱ中統合後の運動会が心配。

L どこであろうと子どもたちのためにベストを尽くして働くだけである。

C 戻る学校がないのだし、教員の立場では反対はない。

東日本大震災後の運動会



－180－

実行委員会が設定したテーマの中で表現され、それに

基づいて開会式、閉会式、及び、競技・演技種目の内

容が決められることは5.1において解説した。このテー

マ設定の背景には、担当教師の「意志」によって設け

られた教育目標、すなわち「ねらい」に基づく指導が

あった（5.2）。また、その「ねらい」は、職員会議で

報告され、教師集団に受け入れられていた。そのため、

図の左下の担当教師の「意志」と、その右隣にある実

行委員を担当していない教師の「意志」は、それぞれ

運動会の「ねらい」という面で重なることになる。

一方で、生徒たちに対しては、「ねらい」を直接的に

明示するのではなく、いくつかの指導方法を駆使しな

がら、生徒たち自身の言葉で語らせていた（5.3）。こ

のプロセスを経て、担当教師の設定した「ねらい」は、

生徒たちの言葉で間接的に実行委員会のテーマで語ら

れることになる。そのため、図 1 の左下にある担当教

師の「意志」と、6 角形の枠内にある実行委員会のテー

マ（実行委員会の「意志」）は点線で結ばれている。

なお、2012年度における担当教師の「ねらい」は、

統廃合を受け入れる前提で設定されていたが、「親子大

運動会」が開催される以前には、反対する立場をとっ

ていた（5.4）。その「意志」は、教師集団の一部で共

有されていた「統廃合は仕方ないが本音は反対である」

という「意志」（8.2）と重なるものであり、図1でもそ

のように表現している。一方で、教師集団の中には、

前向きに統廃合を捉える集団や、明確な立場を示さず

に統廃合を受け入れる集団もいたが（8.2）、それぞれ

の「意志」は「統廃合は仕方がない」という点では一

致しているため、教師集団内の各立場は同じ円の中で

括られている。

そして、このような教師集団の「統廃合は仕方がな

い」という「意志」を受けて、「親子大運動会」の校長

の挨拶では、統廃合が「新しいスタート」と語られて

いた。このような実態を示すために、教師集団の「意

志」と校長の挨拶は実線で結ばれている。

また、校長の挨拶では、運動会のテーマの説明や「過

去や学校への郷愁」が語られていた。それは、担当教

師の「意志」を代弁するものであるため、両者を実線

で結んでいる。同時に、それらは生徒代表の挨拶でも

語られていたため、その点で両者の円は重なる事にな
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図１　2012年度「親子大運動会」における統廃合をめぐる「意志」の諸相
図 1　2012年度「親子大運動会」における統廃合をめぐる「意志」の諸相
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る（8.1）。

次に、地域住民代表の「意志」であるが、教育長や

PTA 会長の挨拶で語られた言葉には、共通して統廃

合を受け入れる姿勢が見られた（7.1）。このことから、

両者は一つの円で括られることになる。同時に、その

「意志」は、先ほど述べたように、校長の挨拶で語られ

た「意志」とも共通するため、枠内で二つの円が重なっ

ている。しかし、地域住民を代表する立場の「意志」

には、校長の挨拶に見られた、運動会のテーマに込め

られた「意志」や、「過去や学校への郷愁」が表明され

ていないため、両者の円が完全に重なることはない。

なお、教育長や PTA 会長の挨拶の背後にあった、

その他大勢の「意志」に注目すると、様々な葛藤があっ

たものの、統廃合を受け入れる姿勢では一致していた。

すなわち、地域住民を代表して語られた挨拶は、これ

らの「意志」を代弁したものと考えられるため、両者

を実線で結んでいる。

最後に、生徒の「意志」であるが、それが「親子大

運動会」において述べられた場として、実行委員長挨

拶と「復興への決意」に注目した。ここで語られた内

容の特徴は、①運動会のテーマについて説明、②過去

や学校への郷愁、③悲しさ、④悔しさであった（6.1）。

①と②については、先に触れた担当教師の「ねらい」

と共通する内容であり、それが間接的に表現された一

面がある。このことを示すために、テーマと生徒代表

の「意志」を点線で結んでいる。同時に、この①と②は、

担当教師の「ねらい」を代弁した校長の挨拶・「意志」

と重なることになる。しかし、校長の挨拶では、生徒

と同様の意味での③悲しさ、④悔しさという表現が見

られないため、その面では重ならない。

次に、生徒を代表して述べられた「意志」と、その

背後にいた全校生徒の「意志」の関係であるが、質問

紙調査の結果、生徒の多くは統廃合に「賛成とも反対

とも言えない」及び「反対」の立場であった。また、

現状の心境に関しても、「悲しい」「悔しい」といった否

定的な言葉を選択するものが多かった。すなわち、生

徒たちは、学校の統廃合を受け入れるまでには至って

いなかったと言える。生徒代表の挨拶で語られた「過

去や学校への郷愁」「悲しい」「悔しい」という「意志」

は、このような心境を代弁するものであったと捉える

ことができる。しかし、多くの生徒たちに共有されて

いた、統廃合は「しょうがない」ことだけど「受け入

れるまでには至っていない」、「私たちの意見を聞いて

いないから反対」といった「意志」は、生徒代表の挨

拶では十分に語られなかった（6.2）。そのため、生徒

の「意志」をめぐる枠内外の円は、点線で結ばれるこ

とになる。

9.2　「連帯と団結による意志表明」の実際

1 で述べたように、本研究では、運動会を教師、生

徒、地域住民の「連帯と団結による意志表明」の場と

して捉えている。以下では、「親子大運動会」がそのよ

うな場として成立していたのかを検討する。

「親子大運動会」で語られた、各立場の代表による

「意志」は緩やかに繋がっていた。教師集団を代表した

校長の挨拶では、統廃合を受け入れる「意志」が含ま

れており、その点で地域住民代表の「意志」との一致

が見られた。また同様に、校長の挨拶では「過去や学

校への郷愁」及び、運動会のテーマに込められた思い

が説明されたことから、その点で生徒の代表によって

語られた「意志」との一致が見られた。つまり、校長

の挨拶で述べられた「意志」は、生徒と地域住民の「意

志」をつなぐ役割を果たしていたと言える。実際に、

図 1 の枠内における校長の挨拶の円を削除して、残り

の「意志」を並べてみればわかるように、統廃合とい

う未来に「前向きな生徒像」を述べる地域住民の「意

志」と、「悲しさ」「悔しさ」「過去や学校への郷愁」を述

べる生徒代表の「意志」は対立してしまう。校長の挨

拶で語られた「意志」は、そのような対立を回避する、

クッション的な役割を果たしたと言えよう。このよう

な視点で捉えれば、「親子大運動会」において各立場の

「意志」は緩やかに繋がっていたと見ることができ、連

帯や団結が実現していたかのように見える。

しかし、連帯や団結による
0 0 0 0 0 0 0 0

（に基づく
0 0 0 0

）「意志
0 0

」が表

明されたとは言い難い。実際に、学校の統廃合に関し

て、生徒とそれ以外の立場には温度差があった。教師

集団や地域住民といった大人は、統廃合を「仕方がな

い」と受け入れ始めていたが、生徒たちの多くは受け

入れるまでには至っていなかったのである。生徒の代

表は、統廃合を目前にした現状の心境を「悲しい」「悔

しい」という、生徒間で共有されていた「意志」の一

端で表現したが、校長や地域住民を代表する挨拶にお

いて、そのような「意志」が共有されることはなかっ

た。このような実態分析に基づき、本研究では「親子
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大運動会」が「連帯と団結による意志表明」の場には

「ならなかった」と結論づける。

9.3　「連帯と団結による意志表明」に向けた課題

1 で述べたように、運動会は学校行事である。一般

的に、行事、儀式、祭りなどは「ハレ」の舞台とされ、

非日常的な空間として理解されている。それに対応す

るのが「ケ」であり、それは日常的な生活を意味する。

「ハレ」の舞台では、「ケ」とは異なる振る舞いや言葉

遣いが求められる。生徒の代表は「悲しさ」「悔しさ」

という日常生活の（「ケ」の世界における）本音の一端

を語ったが、それは「ハレ」の舞台にはふさわしくな

かったのかもしれない。

だが、教育学の立場から見れば、運動会は教科外活

動であり、そこで行われるのは「生活」指導である。

そして、その中でも学校行事は「意志」を表明する場

として位置づけられている。つまり、日常生活を基盤

にして行われるのが教科外活動の特質であり、そうで

あれば日常生活の「意志」こそが、学校行事で最も尊

重されなければならない。このような前提に立てば、

生徒に非があるのではなく、むしろ生徒の「意志」を

把握しきれなかった大人に課題が残されているように

思われる。

実際に、震災後の教育現場には、そのような生徒の

「意志」を確認する余裕がなかった。筆者らのインタ

ビューによれば、学校の統廃合に関して、生徒たちに

は N Ⅱ中の校長から「統廃合の予定である」との説明

がなされただけであり、生徒たちの「意志」は確認さ

れていない。しかし、大人たちにはそのような「意志」

確認の場が設けられており、地域住民には説明会が開

催され、担当教師もまた、その場にオブザーバーとし

て参加していた（5.4）。確かに、地域住民は、 2 でも

述べたように、居住地を変更している人が多かったた

め、説明会への参加率は低かったが、それでも教育行

政関係者と議論をする場が設けられていたことは事実

である。大人は、この場をくぐることで、内心には様々

な「意志」の葛藤を抱えながらも、学校の統廃合を「仕

方がない」と受け入れ始めたのである。子どもにはそ

のような場が設けられていないのであり、このような

状況で「連帯と団結による意志表明」が実現するはず

もなかった。

子どもの生存、発達、保護、参加を実現・確保する

ために設けられた国際条約に「子どもの権利条約」が

ある。日本もそれを批准しているが、その第 3 条では、

「子どもにかかわるすべての活動において、…略…子ど

もの最善の利益が第一時的に考慮される」と記されて

いる。さらに、第12条では「締約国は、自己の見解を

まとめる力のある子どもに対して、その子どもに影響

を与えるすべての事柄について自由に自己の見解を表

明する権利を保障する。その際、子どもの見解が、そ

の年齢および成熟に従い、正当に重視される」とあり、

いわゆる「子どもの意見表明権」が保障されている

（解説教育六法編集委員会，2011）。つまり、この条約

の精神をふまえれば、「『子ども最善の利益』は誰が判

断するのかを問うとき、おとな（親・教師）の適切な

アドバイスは不可欠だが、子ども自身が自分の興味・

関心、利益にかなうものとして判断しているかどうか

の意見を聞かずして、これがあなたの最善の利益だと

押しつけてはならない」（堀尾，1995）のだと言えよう。

本調査においては、27.3％の生徒が「私たちの意見も

聞いて欲しかった」と述べているが、このような状況

で統廃合を進めることは、子どもの権利条約の精神か

ら逸脱していると同時に、子どもの成長、発達に不可

欠な意見表明の場が確保されなかったことを意味して

いる。

確かに、被災地において、生活環境や教育環境の改

善は喫緊の課題である。しかし、将来、この地域を背

負う可能性がある、生徒たちの「意志」を置き去りにし

た復興や環境の改善に、どれだけの意味があるのだろ

うか。それは、運動会の実践においても無関係ではない。

本調査で明らかにしたように、日常生活における生徒の

「意志」が尊重されなければ、運動会は「連帯と団結の

意志表明の場」に、なり得ないからである。
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